
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
ま
で
も

移
行
検
討
の
段
階
に

「
も
う
こ
う
い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ

て
き
た
の
か
」。
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
が
こ
れ
ま
で
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
だ

っ
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
を
最
優
先
に
考

え
る
と
の
方
針
が
本
年
１
月
明
ら
か

に
な
り
、
大
手
地
銀
の
シ
ス
テ
ム
担

当
者
は
重
々
し
く
つ
ぶ
や
い
た
。
こ

れ
ま
で
日
本
の
金
融
機
関
は
他
業
態

に
比
べ
て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
が
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、

業
界
最
大
手
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
が
大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
潮

目
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
、
２
０

１
５
年
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド

の
世
界
最
大
手
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
・

ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｗ
Ｓ
、
16

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
ク
ラ
ウ
ド
を
試
験

的
に
採
用
し
、
活
用
を
始
め
た
。
同

行
シ
ス
テ
ム
企
画
部
Ｉ
Ｔ
戦
略
グ
ル

ー
プ
の
松
井
雅
弘
次
長
は
「
行
内
業

務
に
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
情
報

系
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら
移
行
を
開
始

し
、
今
年
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
要
件
の
シ
ビ
ア

な
シ
ス
テ
ム
ま
で
移
行
さ
せ
て
い
く

か
は
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
成
熟
度
、

当
行
の
ス
キ
ル
・
体
制
等
を
考
慮
し
、

総
合
的
に
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
す
。
ク
ラ
ウ
ド
の
運
用
で

は
シ
ス
テ
ム
担
当
者
に
も
こ
れ
ま
で

と
異
な
る
技
術
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

「
前
期
か
ら
シ
ス
テ
ム
本
部
の
基
盤

担
当
の
行
員
を
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
有
償
勉
強

会
に
派
遣
し
た
り
、
今
期
か
ら
は
業

務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
者
を
含

め
た
数
百
人
に
研
修
を
受
講
し
て
も

ら
い
、
資
格
取
得
も
奨
励
し
て
い

る
」（
松
井
次
長
）
な
ど
人
材
育
成

メ
ガ
バ
ン
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
を
中
心
に
、
シ
ス
テ
ム
を
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
（
自
社
運
用
）

か
ら
脱
却
し
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
で
は

サ
ー
バ
ー
を
自
前
で
購
入
す
る
必
要
が
な
く
、
可
用
性
・
拡
張
性
が
高
く
、
利
用
し
た
分
を
支
払
う
料

金
体
系
な
ど
、
そ
の
活
用
に
は
い
く
つ
も
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
か
ら
オ
ー
プ
ン
系
、

共
同
化
と
進
ん
で
き
た
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
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13
年
秋
と
同
じ
状
況
に

　

米
国
の
債
務
上
限
引
上
げ
問
題
に
関
す
る
リ
ス
ク

が
世
界
中
で
意
識
さ
れ
始
め
て
い
る
。
７
月
下
旬
に

は
、
米
財
務
省
短
期
証
券
（
Ｔ
Ｂ
）
の
３
カ
月
物
利

回
り
が
６
カ
月
物
利
回
り
を
上
回
る
「
逆
イ
ー
ル

ド
」
現
象
も
発
生
し
た
。

　

米
国
で
は
、
連
邦
政
府
債
務
の
上
限
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
上
限
に
達
す
る
と
連
邦
政
府
は
新

た
な
借
入
れ
や
国
債
の
利
払
い
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
議
会
に
よ
る
債
務
上
限
引
上
げ
法
案
の
成
立
が

必
要
と
な
る
。
米
国
議
会
予
算
局
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

そ
の
債
務
残
高
は
10
月
初
め
か
半
ば
ご
ろ
に
は
上
限

に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
米
財

務
長
官
は
７
月
28
日
、「
債
務
上
限
を
９
月
29
日
ま

で
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
議
会
に
通
告
し

た
。
債
務
残
高
が
上
限
を
超
え
た
場
合
は
新
た
な
国

債
を
発
行
で
き
ず
、
国
債
の
利
払
い
に
も
支
障
を
来

す
デ
フ
ォ
ル
ト
が
発
生
す
る
。

　

ま
た
、
米
国
議
会
は
10
月
か
ら
始
ま
る
２
０
１
８

会
計
年
度
の
予
算
を
通
し
て
お
ら
ず
、
債
務
上
限
引

上
げ
法
案
と
並
行
し
て
、
９
月
末
ま
で
に
本
予
算
か

暫
定
予
算
の
法
案
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今

回
と
同
様
の
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
が
13
年
秋
の
オ

バ
マ
政
権
だ
。
当
時
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
（
オ

バ
マ
ケ
ア
）
を
巡
っ
て
議
会
が
紛
糾
し
、
上
下
院
で

多
数
党
が
異
な
る
ね
じ
れ
状
態
の
な
か
、
暫
定
予
算

の
成
立
と
債
務
上
限
引
上
げ
の
合
意
に
手
間
取
っ
て

い
た
。
債
務
上
限
は
期
限
ギ
リ
ギ
リ
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
デ
フ
ォ
ル
ト
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、

暫
定
予
算
で
合
意
に
至
ら
な
い
ま
ま
10
月
１
日
を
迎

え
た
た
め
、
政
府
機
関
が
一
部
閉
鎖
を
迫
ら
れ
た
。

　

今
回
の
法
案
審
議
を
巡
っ
て
は
、
９
月
５
日
の
議

会
再
開
か
ら
期
限
と
な
る
９
月
29
日
ま
で
に
議
会
開

催
日
は
下
院
で
12
日
し
か
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

議
会
で
審
議
さ
れ
る
法
案
は
、
債
務
上
限
引
上
げ
や

予
算
の
ほ
か
、
税
制
改
革
、
金
融
規
制
改
革
な
ど
山

積
し
て
い
る
。
債
務
上
限
引
上
げ
や
予
算
は
最
終
的

に
上
下
両
院
の
合
意
が
必
要
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一

方
で
審
議
が
終
わ
れ
ば
解
決
す
る
話
で
も
な
い
。

　

さ
ら
に
共
和
党
の
な
か
で
も
大
統
領
に
批
判
的
で
、

と
く
に
財
政
赤
字
削
減
を
求
め
る
フ
リ
ー
ダ
ム
・
コ

ー
カ
ス
（
自
由
議
員
連
盟
）
の
存
在
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
法
案
成
立
の
支
障
と
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
そ

の
数
は
下
院
で
40
人
程
度
と
影
響
力
が
高
ま
っ
て
お

り
、
民
主
党
と
の
対
立
に
加
え
、「
共
和
党
内
で
も

主
流
派
と
フ
リ
ー
ダ
ム
・
コ
ー
カ
ス
が
債
務
上
限
の

引
上
げ
を
巡
っ
て
も
め
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
」

（
第
一
生
命
経
済
研
究
所
・
桂
畑
誠
治
主
任
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
）
と
い
う
。

メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
は

「
ギ
リ
ギ
リ
決
着
」

　

期
限
内
に
債
務
上
限
の
引
上
げ
で
合
意
す
る
こ
と

は
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
市

場
で
は
「
債
務
上
限
は
結
局
ギ
リ
ギ
リ
で
引
き
上
げ

ら
れ
る
」
と
楽
観
視
す
る
見
方
が
大
勢
だ
。
中
間
選

挙
を
来
年
に
控
え
、
米
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
・
格
下

げ
に
つ
な
が
る
債
務
上
限
引
上
げ
法
案
成
立
に
最
後

ま
で
妨
害
し
て
も
フ
リ
ー
ダ
ム
・
コ
ー
カ
ス
や
民
主

党
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た
め
だ
。

　

米
国
債
が
デ
フ
ォ
ル
ト
し
た
場
合
、
世
界
的
な
金

融
危
機
の
引
き
金
と
な
り
か
ね
な
い
。
デ
フ
ォ
ル
ト

に
至
ら
ず
と
も
、
11
年
８
月
に
米
国
が
債
務
上
限
の

引
上
げ
に
手
間
取
っ
た
際
、
米
国
債
の
格
下
げ
に
つ

な
が
り
、
市
場
が
混
乱
し
た
。
11
年
８
月
の
米
国
債

格
下
げ
や
13
年
10
月
の
政
府
機
関
閉
鎖
が
国
民
か
ら

強
い
批
判
を
浴
び
た
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
債
務
上

米
国
の
債
務
上
限
引
上
げ
に
関
し
、
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
米
財
務
長
官
が
議
会
に
通
告
し
た
法
案
成
立

期
限
が
９
月
末
に
迫
っ
て
い
る
。
期
限
ま
で
に
成
立
し
な
け
れ
ば
、
米
国
債
が
デ
フ
ォ
ル
ト
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
来
年
の
中
間
選
挙
を
ふ
ま
え
、
市
場
で
は
「
期
限
内
に
債
務
上
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
」
と
の
見
方
が
強
い
。
先
行
き
の
不
透
明
感
か
ら
９
月
に
は
一
時
的
な
リ
ス
ク

オ
フ
が
想
定
さ
れ
、
株
安
や
円
高
ド
ル
安
が
進
行
す
る
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
市
場
は
こ
う
し
た

一
時
的
な
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
高
ま
り
を
、
む
し
ろ
「
押
し
目
買
い
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
読
ん
で
い
る
。

米
債
務
上
限
問
題
、
市
場
の
読
み
は

「
押
し
目
買
い
の
チ
ャ
ン
ス
」
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市
場
と
の
対
話
で

み
え
て
き
た
出
口
の
到
達
点

　

出
口
戦
略
に
つ
き
、
日
本
銀
行
に

市
場
と
の
対
話
を
求
め
る
声
が
高
ま

っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
日
銀
の
黒
田

東
彦
総
裁
は
、「
２
％
の
物
価
安
定

目
標
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
出
口
議

論
の
始
ま
り
」
と
か
、「
い
ま
か
ら

出
口
戦
略
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
す

こ
と
は
、
か
え
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
繰

り
返
し
て
き
た
。

　

し
か
し
最
近
、
変
化
の
兆
し
も
み

え
始
め
て
い
る
。
全
国
銀
行
協
会
の

平
野
信
行
会
長
が
「
政
策
へ
の
予
見

可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
市
場
と
の

対
話
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
（
２
０

１
７
年
６
月
15
日
）。
翌
日
、
こ
れ

に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
、
日
銀
の
総

裁
定
例
記
者
会
見
で
は
、
黒
田
総
裁

が
対
話
の
姿
勢
を
初
め
て
示
し
た
。

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
２
点

で
あ
る
。

　

第
一
に
、
出
口
戦
略
の
最
終
的
な

到
達
点
が
示
唆
さ
れ
た
。
黒
田
総
裁

は
、「
量
的
金
融
緩
和
の
正
常
化
プ

ロ
セ
ス
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
通

常
、
①
短
期
金
利
を
ど
う
操
作
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
と
、
②
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て

い
く
か
、
つ
ま
り
国
債
の
買
入
れ
を

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
焦
点
に
な
る
」
と
踏
み
込
ん

だ
発
言
を
し
た
。
市
場
は
、
日
銀
が

昨
年
９
月
に
「
総
括
的
な
検
証
」
で

導
入
し
た
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
、
恒
久
的
な
手
法
な
の

か
、
出
口
戦
略
の
完
了
ま
で
の
暫
定

的
な
手
法
な
の
か
判
然
と
せ
ず
、
困

惑
し
て
い
た
。

　

黒
田
総
裁
の
説
明
か
ら
は
、
世
界

的
に
も
め
ず
ら
し
い
長
期
金
利
の
コ

当
初
﹁
２
年
程
度
﹂
だ
っ
た
﹁
安
倍
＆
黒
田
緩
和
﹂
は
、
２
０
１
９
年
以
降
の
景
気
減
速
│
東

京
五
輪
不
況
│
が
視
野
に
入
り
、
緩
和
縮
小
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
日
銀
は
政
権
圧
力

に
対
し
て
出
口
戦
略
を
密
か
に
進
め
た
。﹁
総
括
﹂
で
は
、円
安
株
高
効
果
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
と

検
証
し
、
本
来
の
実
質
金
利
低
下
効
果
は
、
白
川
前
総
裁
の
＂
置
き
土
産
＂
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。
こ
う
し
た
量
的
緩
和
の
長
期
化
は
、
財
政
規
律
の
ゆ
る
み
を
深
刻
化
し
、
次
世
代
に

わ
た
り
国
民
に
大
き
な
損
失
を
与
え
、﹁
日
本
売
り
﹂
の
事
態
に
も
陥
り
か
ね
な
い
。
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